
 

血液内科学 

血液疾患の病態は日進月歩で解明されており、その治療も急速に進歩しています。貧血、

血小板減少、血液がんである白血病・悪性リンパ腫・多発性骨髄腫など、あらゆる血液疾患

の診断から治療を一貫して行っています。また日本造血・免疫細胞療法学会認定の非血縁者

間造血幹細胞移植認定診療科であり、造血幹細胞移植においても十分な実績があります。 

 

糖尿病・内分泌学 

 生活習慣の変化に伴って我が国における糖尿病は激増しています。食事療法・運動療法に

加えて最新の知見に基づく薬物療法やインスリンポンプを積極的に取り入れ、専門性の高い

糖尿病治療を行っています。また、先端医療機器である人工膵臓を用いた糖代謝検査も積極

的に行っています。内分泌疾患においては大学病院の特性でもありますが、比較的稀とされ

る症例の診療にもあたっています。 

 

【研修目標】 

内分泌・代謝疾患、血液・造血器疾患、感染症に適切に対処する能力、また一般的な救急対応など一般内科医とし

ての基本的能力を習得することを目標とする。 

患者、他の診療科、パラメディカルとの連携を円滑に行うためのコミュニケーションスキル、症例のプレゼンテー

ションスキルを実践的に身につける。 

骨髄穿刺検査、骨髄標本の見方、化学療法、抗菌薬の使用、無菌管理、輸血、内分泌負荷試験、血糖コントロール

の考え方・技術を習得する。 

 

【研修スケジュール例】 

月曜日 午前：病棟診療、午後：甲状腺エコー 

火曜日 午前：病棟カンファレンス、午後：教授回診 

水曜日 午前：病棟診療、午後：病棟診療、ジャーナルクラブ 

木曜日 午前：外来補助、午後：病棟診療 

金曜日 午前：内分泌・代謝カンファレンス、午後：血液新患カンファレンス 

 

【指導医からのコメント】 

山本薫 先生（血液内科指導医） 

病棟で血液疾患の指導医として働いている山本です。血液の疾患は複雑で難しいと感じ

る学生や研修医の先生が多いかもしれません。白血病や悪性リンパ腫と行った造血器腫

瘍は抗癌剤が主体の治療となるため、外科的な治療に比べると地味でわかりにくいとい

った感想をもたれているのではないでしょうか？実際は、治療によって数日単位で病気

が劇的に改善し、効果が現れていることが実感できる非常にダイナミックな領域です。基礎研究と臨床の垣根が

低く創薬も盛んに行われており、日々治療方法も進歩し続けています。患者さん一人一人の病気に向き合いなが

ら最適な治療を提供する、そんな研修を第三内科で経験してみませんか？
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中林容子 先生（糖尿病・内分泌内科指導医） 

糖尿病診療において、近年はスマートフォンで血糖値を測定できるシステムが登場す

るなど技術の進歩は目覚ましいものがあります。また内分泌疾患においては視床下部・

下垂体疾患、甲状腺・副甲状腺疾患、副腎疾患など多岐にわたる症例を扱います。内

分泌疾患は比較的稀な疾患も多いのですが、大学病院では多彩な症例を経験すること

が可能です。糖尿病・内分泌学を学ぶことで全身を統合的に理解することができ、一

般内科医としての技能も身につけることもできます。内分泌代謝学の楽しさを共有できればと思います。 

 

【先輩(若手医師)からのコメント】 

畠中諒子 先生（大学院 2 年目：2015 年卒） 

糖尿病・内分泌疾患に加えて血液疾患の診療にも携わるとのことで最初は戸惑うこともありまし

たが、指導医や同僚に恵まれたこともあり、患者さんと向き合うことで内科医として成長できる

科だと実感しています。特に第三内科は内分泌・代謝疾患、血液疾患のいずれも長期治療を要す

ることが多く、日々の診察や検査データから病態を把握し、それらを踏まえて予想されるリスク

を想定しながら診療計画を立てていくといった内科的スキルの獲得に加えて、様々なメディカルスタッフと協力

し患者さんの日常、人生に寄り添ったチーム医療を学ぶことができます。是非、チームの一員として研修期間を過

ごしましょう！ 

 

中野考平 先生（新入局員：2019 年卒） 

血液疾患診療においては、抗癌剤の副作用や合併症への対処などを集中的に学ぶこ

とができます。特に、当院では造血幹細胞移植を行なっており高度に免疫の低下し

た患者さんも多く、抗菌薬の選択など感染症診療の知識も習得することができます。

また、内分泌代謝疾患の中でも特に糖尿病は有病率の高い疾患であり、将来どの診

療科に進むにしても糖尿病の患者さんを診察する機会は多いかと思います。当科での研修を通して、糖尿病の病

態や治療法について理解を深めることは今後の診療において必ず役立つことでしょう。ぜひ第三内科をローテー

トしていただき、血液疾患・内分泌代謝疾患の奥深さや第三内科の雰囲気を肌で感じてみてください。皆さんとお

会いできることを楽しみにしています。 

 

【キャリアパス（参考）】              【お問い合わせ先】 

山口大学医学部附属病院 第三内科 

田部 勝也（医局長） 

TEL：0836-22-2251 

E-mail：ktanabe@yamaguchi-u.ac.jp 

ホームページ： 

https://www.sannai-yamaguchi.jp/ 
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